
書式第12号 (法第28条関係)

平成29年度

平成 29‐年 4月  1日 から 平成 30年 3月 31日 まで
｀

特定非営利活動法人 健康寺子屋

1.事業の成果

健康寺子屋教室事業は、前年度とほぼ同様の結果を残し、特に後発であった流山も地元からのニーズの高い活動として定
着してきた。 一方で、活動開始の拠点となった四谷においては、会場等の問題を鑑み、ニーズと将来性を考慮しながら、先
駆けてシステムの変更等も考慮することにしている。 坐禅会の人気の高さも含めて、継続性のある心身の健康を目指した活
動を今後も模索していくつもりである。 今年度は定例の教室の見直しに重点を置き、イベントは行わなかった。 尚、復興支
援に向けての"健康クリエイター育成"事業は東日本大震災から7年を経て、現在は活動体止中となっているが、今後も被災
地に限らず、心身の健康づくりに携わる指導者の育成として、継続していく意向である。 また、2011年からの震災復興支援
の活動に対して、宮城県気仙沼市より感謝状を頂いた。

2.事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業

事 業 報 告 書

事業名 事 業 内 容
実 施
日 時

実 施

場 所
従事者
の人数

受益対象者
の範囲及び

人数

事業費
の金額
(千円)

①

「こころ」と「からだ」の健
康に関する知識の啓蒙、
普及並びに教室の運営
事業

四谷クラスは、地元住民は元より遠
方からの参加者も継続して活動を
行っている。一方で時代の変化と
今後の健康寺子屋の継続性を考
慮してプログラム等システムの変更
を試みている。坐禅会は新規・継
続共に参加者の多い人気プログラ
ムとなつている。

毎月4回のクラ
スが2つと1回の

クラスが1´つ
四谷・笹寺

講師 2名 ス

タッフ2名 ×

(月 4× 2クラ
ス×12カ

月)+(月 1

×12カ月 )

「こころとからだの健
康」に関心のある会
員、及び一般の方
延べ人数 約920名

2,402

越谷クラスは地元の参加者のニーズ
も高く、常に定員に満ちた活動と
なつている。運営としていも、講師1

名で参加者も自発的にクラス運営
に協力をしている。

毎月4回のクラ
スが2つ 越 谷

講師 1名

×(月 4× 2

クラスX12カ

月 )

「こころとからだの健
康」に関心のある会
員、及び一般の方
延べ人数 約760名

②

「こころ」と「からだ」の健
康に関する講演会及びイ
ベントの企画・運営事業

今年度は特に定例のクラス運営に
注力をするために、イベントを削減
した。

開催なし なし なし

③

「こころ」と「からだ」の健
康に関する指導者の育
成。派遣及びコンサル

ティング事業

流山は先発の越谷同様に、地元か
らのニーズも高く、定員割れするこ
ともない積極的な活動となってい

る。

毎月3回
千葉県流山
市

延ベ

講師スタッフ

354乙

「こころとからだの1建

康」に関心のある一般
の方

延べ人数 約720名

433

健康クリエイター育成事業は東 日本大
震災から7年 目ということもあり協賛
企業の撤退はあったが、ポランティ
アとして継続中

気仙沼
年 1回

宮城県気
仙沼

延ベ

スタッフ3名

「こころとからだの健
康」に関心のある会
員、ならびに一般不特
定多数

健康寺子屋講師の指導者講習会
を3か月に一度開催。指導者の意
思疎通を図り、プログラムの質を保
つために努めている。

5月 、8月 、11月 、
1月

四谷・笹寺
及び法人
事務所

延ベ

講師 1～ 2

名

寺子屋で指導並びに
指導に関心のある講師
延べ人数 約20名

④

「こころ」と「からだ」の健

康に関するコンテンツの

企画・開発及び販売事業

指導プログラムや教材の研究。開
発・企画販売、及び器具や商材の

開発・企画・販売に関しては今期は

見送りとなった。

なし なし なし
ｎ

）

⑤

「こころ」と「からだ」の健
康に関する情報提供及
びプロモーション、ブラン

ディング事業

ホームヘ・―プを利用し、コンテンツも随時
更新。単発プログラムとなつている
坐禅会等への問合せに有効利用
されている。

随時更新
四谷・越谷

法人事務

所

延ベ

スタッフ20′7)

「こころとからだの健
康」に関心のある会
員、ならびに一般不特
定多数

⑥
その他目的を達成するた
めに必要な事業

特になし
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平成 29年度

平成29年  4月  1日 から

活動計算書

平成30年  3月  31日 まで

特定非営利活動法人 健康寺子屋
円 )
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税引前当期正味財産増減額
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前期繰越正味財産額
次期繰越正味財産額
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書式第 15号 (法第 28条関係 )

平成29年度 会計貸借対照表

平成 30年  3月  31日 現在

特定非営利活動法人健康寺子屋

(単位 :円 )

科 目 金 額

I 資産の部

1 流動資産

現金預金

未収金・未収補助金等

前渡金

流 動 資 産 合 計

2 固定資産

固
H=
刈
=

産

資 産 合 計

資
△

計

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

預り金

未払金

前受金

流 動 負 債 合 計

2 固定負債

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

4,343,074

0

50, 172

4,393,246

4,393,246

0

0

29,589

178,627

48,000

256 2 1 6

256,216

0

0

4.276,365

-139,335

4 137 0 3 0

4,393,246



16 28条

平成 29年度  計算書類の注記

特定非営利活動法人健康寺子屋

重要な会計方針
計算書類の作成は、PO法人会計基準 (2011年 11月 20日 ぽ0法人会計基準協議会)によっています。
(1)施設の提供等の物的サーヒ'スを受けた場合の会計処理

施設の提供等の物的ナヒ・スの受入れは、活動計算書に計上しています。また計上額の算定方法は「3.施設の
提供等の物的サーヒ'スの受入の内訳」に記載しています。

(2)ボランティアによる役務の提供
ボランティアによる役務の提供は「4.ボランティアによる役務の提供の内訳」として注記しています。

(3)消費税等の会計処理
消費税は税込経理によっています。

2.事 業別損益の状況

(単

科 目
(1)教室
事業

(2)イヘ・ント
事業

(3)指導者育
成派遣事業

(4)広告宣伝
事業

事業部門計 管理部門 合計

1

1

2. 572.000 774,000 3.346.000 1135.551 4.481.551

6

1,200,000

240,000

724

1,345,000 362,320 1,707,320 1.440,724 3, 148,044

0

11.2

0

9,310

180,00

461,

183.

1.056.876 70,832 1,127,708 345, 134 1,472,842

2.401.876 433. 152 2,885,028 1,785,858 4,620,886

170. 124 340、 848 510,972 -650,307 -139,335

I 経常収益
1.受取年会費 (正会員)

受取年会費(利用会員)

2.受取寄附金

施設等受入評価益
3.受取助成金
4.事業収益
。 その他収益~ (利

息・雑収入)

経常収益計
Ⅱ 経常費用
(l,人件費

講師料

講師補助料
教室事務アハ・イト
役員報酬
アルバイ ト

法定福利費
人件費計

(2)その他経費

旅費交通費
会場費
賃借料
イヘ'ン ト費

通信運搬費
制作費
会議・接待飲食費
※理事会総会関係

保険料

備品・消耗品費
租税公課

支払手数料

新聞図書費
雑費
弁当代

施設等評価費用
その他経費計

経常費用計

当期経常増減額

286,4

接待飲食費

13,7

11,2

40

22

28

76

10

0

00

382,0

183,4



3.施 設の提供等の物的サーヒ
・
スの受入の内訳

4.活 動の原価の算定にあたって必要なボランティアによる役務の提供の内訳

内容 金額

教室事業事務 189,280

(単

算定方法
単価は東京都の最低賃金によっています。 (受付準備・チラン制作・送迎等)

ｒ
０ 使途等が制約された寄附金等の内訳

使途等が制約された寄附金等の内訳 (正 味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は3,946,554円 ですが、そのうち使途が制約されている財産は66,482円 です。

6.借 入金の増減内訳

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な
事項

事業費と管理費の按分方法

その他の事業に係る資産の状況

7

内容 金額 算定方法
四谷笹寺の無償利用
(会館 :四谷クラス会場、本堂 :坐禅

会)

新宿区・四谷地域センター多目的トル(200ゴ、3時間4900円 )を参考にしてい
ます。広さ半分強、1回 3000円 として、月5回 12ヶ 月で計算。

内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備考

ロクシタングルー
プ寄付金

499,634 433,152 66,482

499,634 433.152 66.482合計

次期に繰越して講師育成派遣事業の活動資
金として使用予定

科 目 期首残高 当期借入 当期返済 期末残高

合計

|



書式第 17号 (法第 28条関係)

平成29年度 財産目録

平成 30年 3月  31日現在

特定非営利活動法人健康寺子屋

(単位 :円 )

科 目 金 額

I 資産の部

1 流動資産

現金預金

現金

当座預金

普通預金

普通預金

普通預金

ゆうちょ銀行  ○一九店

みずほ銀行四谷支店

三菱東京UFJ銀行四谷支店

東京東信用金庫  支店

未収補助金等

前渡金

流 動 資 産 合 計

2 固定資産

固 定 資 産 合 計

´
`  

幸   △   =ユ
∫ミ   1笙=   ,コ    面[

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

預り金

預り金

預 り金

未払金

前受金

職員に対する源泉所得税

講師に対する源泉所得税

その他

流 動 負 債 合 計

2 固定負債

固 定 負 債 合 計

泊:  ′書   △    ■
夕■.  3ミ    ロ    耐

正 味 財 産

210,092

91,700

4,040,941

0

341

4,393,246

4,393,246

12,636

16,953

0

178,627

48,000

6

4, 137,030



書式第 18号 (法第 28条関係)

平成 29年度 年間役員名簿

平成 29年 4月 1日 から 平成 30年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人 健康寺子屋

役 名 氏   名 住 所 又 は 居 所 就任期間 報酬を受けた

期  間

理事 武村 秀夫
平成29年 4月 1日

平成30年 3月 31日

な し

理事 小竹 伸幸

平成29年4月 1日

平成30年 3月 31日

な し

理事 残間里江子

平成29年 4月 1日

平成30年 3月 31日

な し

理事 副島 京子

平成29年 4月 1日

平成30年 3月 31日

な し

理事 鷹野 志穂

平成29年4月 1日

平成30年 3月 31日

な し

理事 村井  満

平成29年4月 1日

平成30年 3月 31日

な し

理事
市倉

(野中

真代

真代)

平成29年4月 1日

平成30年 3月 31日

平成29年 4月 1日

平成30年 3月 31日

監事 佐藤 正典

平成29年4月 1日

平成30年 3月 31日

な し



書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係)

社員のうち10人以上の者の名簿

平成 30年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人 健康寺子屋

氏   名 住 所 又 は 居 所

1 佐藤 正典

2 大塚 真里子

3 西島 繁美

4 濱本 和美

5 尾島 ゆかり

6 高浦 真理子

7 大谷 恭子

8 中川 美代子

9 福鳥 輝子

10 丸樹 雅文

11 小林 光江

12 浅利 美子

平成29年 4月 1日 ～平成30年 3月 31日在籍



特定非営利活動法人健康寺子屋

理事長  武村 秀夫  様

+Ft3o+JfE8E

特定非営利活動法人 健康寺子屋 の平成29年度の、

活動計算書、貸借対照表、財産目録、事業報告書、役員名簿、会員名簿

について監査した結果、正確かつ適正であることを確認いたしましたので

ここにご報告申し上げます。

特定非営利活動法人健康寺子屋

童
自

生
回，Ｖ^ヨ当Ｈ
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監事にふし"´、,P
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